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注目のアプライアンスが続々入荷！

アメリカでは、いまネットワークを活用したおもしろ製品がどんどん誕生している。
そのなかには感動的な驚きの名品もあれば、「なんだこりゃ？」な迷品もある。
ここメリケン逸品堂では、毎月入荷する品々の中から店主厳選の逸品をご紹介しよう！
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日本でも人気が高まっているPDA。アメリ

カでは主流のパーム、PocketPCのみならず

数々の特徴ある製品がリリースされている。

今回紹介するFranklin Electronic Publi

shersのeBookmanも電子ブック対応を特に

強化したPDAだ。

その強化特性は外見にも出ている。まず液

晶パネルが7.2×8.4cmとVisor  Platinum/

Prismなどよりひと回り以上大きく、文字を

判読しやすくなっているのだ。さらに片手で

も“ページめくり”しやすいジョグダイアルを

右側面に装備している。メモリーのサイズと

バックライトの有無によって計3種類あるが基

本はすべて同じだ。

機能的には同社が展開するセキュアな電子

ブックファイルを表示するFranklin Reader

と、テキスト、html、電子ブック用pdbファ

イルを表示できるFranklin Viewerを標準装

備。今年中にはマイクロソフトが展開する電

子ブック規格“Reader”にも対応予定だ。

また、アメリカでは車で通勤するビジネス

パーソンなどをターゲットに、書籍の内容を

朗読したテープを販売するオーディオブック市

場ができあがっている。eBookmanはオーデ

ィオブックを音声データ化し、インターネット

でダウンロード販売しているAudible.comと

も提携、同社のオーディオブックデータファ

イルを再生するAudiobook PlayerとMP3対

応のMusic Playerも内蔵している。もちろ

ん、通常の予定表、メモ、住所録といった

PIM機能もあり、辞書やゲームといったアプ

リケーションを追加することも可能だ。

さて、このeBookmanを使用するにはなく

てはならないのがインターネット。電子ブックコ

ンテンツやアプリケーションはウェブで公開、

販売されており、専用マネージャーソフトが入

ったパソコンと接続したUSB対応のクレードル

を介してインストールされる。さらになんと販売

時点のeBookmanにはOSがインストールさ

れておらず、ユーザーは購入後ウェブからOS

をダウンロードしてインストールするようにな

っているのだ。この点も他のPDAとは大きく

異なっている。

実際の使い勝手だが、たしかに大画面はい

いのだが、大きすぎて日本人の手では片手で

扱いにくいのが少し残念。また、インターネ

ットの使用が必須ながら、htmlを読むことは

できるもののブラウザーや対応メーラーはなく、

さらにモデムも発売されていない。コンテンツ

ともどもこれからの充実が待ち遠しい。

と こ ろ が ど っ こ い
ウ ェ ブ や メ ー ル は 使 え ず ！

Visor PlatinumとeBookmanを比べてみたところ。その
大きさがよくわかる。厚さはほぼ同じ。内蔵マイクや
音声メモ機能も付いている。

Franklin Readerでオリジ
ナル電子ブックを表示した
ところ。ブックマーク、検索
なども可能。1本3ドル程
度からダウンロード販売
されている。古典を中心
にした無料テキストもある。

電子ブック機能を強化したPDA

eBookman

●メーカー：Franklin Electronic Publishers

●価格：129ドル95セント～

229ドル95セント

● wwww.franklin.com/ebookman/
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INTERNET magazine 2001/9 297Bluetooth（ブルートゥース）：エリクソン、IBM、インテル、ノキア、東芝の5社が中心となって提唱する携帯端末向けの無線通信技術。免許なしで使える2.4GHzの周波数帯を用
い、通信速度は現在1Mbpsで将来的には10Mbpsを目指す。最大10mの距離にある機器同士を特別な操作なしに自動接続する。IEEE802.15で標準化が進んでいる。

誰もが簡単にしかも安価にインターネット

を使える“ネットアプライアンス”は昨年春

ごろに大きな話題となったが、市場は依然小

さなままだ。なかには以前本誌でも紹介した

3comのAudreyのようにすでに過去のモノに

なってしまった製品もある。そんななかソニー

がeVillaを新発売した。

ただ、発売までは非常にバタついた。1月

のCESで公開されたあと、2度も発売を延期。

6月14日にやっと発売されたが、その後もシ

ョップでは入荷日未定のまま。直販サイトの

Sonystyle.comも「6月発売」「予約受付中」

の表示が続き、20日すぎになってようやく「25

日以前に出荷」となったが、27日には「出荷

日未定」に戻ってた。結局、届いたの

は7月6日。直前までトラブルがあった

のだろうが、ソニーらしいスマートさは

まったく感じられなかった。

さて、eVillaの特徴をハードから挙げて

いくと、まずなんといっても目に付くのは縦

型ブラウン管ディスプレイだ。800×

1024という表示は、たしかにウェブペ

ージを見るのに適しているし、トリニ

トロンのフラットな画面は目にもやさし

く、他のネットアプライアンスより一段

上の印象を受ける。ただ、奥行きが約45セ

ンチもあるため気軽にキッチンに置けるという

サイズではなく、設置場所はかなり限定され

そう。プリンターとZipドライブに対応した

USBポートのほかにメモリースティックスロ

ットがあるのはソニーらしいところだ。

インターネットへの接続はイーサネットポー

トがあるものの現在はサポートされておらず、

56Kbpsモデム、それも大手プロバイダーの

earthlinkが提供する専用サービスのみへの対

応となっている。これは2台目以降のネット

端末として導入するにはかなり不便だ。

ソフト面では、OSにBeが開発したアプラ

イアンス用のBeIA、ウェブブラウザーに

Operaを採用している点が目を引く。多少画

面の切り替えでもたつきが感じられるものの、

実際の使用では特に不満は感じられなかった。

また、制約の多いネットアプライアンスにして

は珍しく、Flash、Java、リアルオーディ

オ／ビデオに対応しているが、ウィンドウズメ

ディアには対応していない。

機能面では夜中に自動的に主要コンテンツ

にアクセスしてデータを蓄積し、後でオフライ

ンでそれらを見られる“巡回機能”がついてい

たり、メモリースティックを使ったさまざまな使

い方が提案されているが、パソコンユーザーか

らするとそう目新しいと感じるものはなかった。

後発組だけに基本性能や使い勝手はこれま

でのモノよりも向上しているが、これで沈滞

するアプライアンス市場が活性化するかとい

えば、ちょっと苦しいかも、と答えるしかな

いのである。

またユニークな携帯アプライアンスがデビューす

る。このPC-EPhoneはウィンドウズCE3.0と

CDMA方式の携帯電話を一体化したものだ。

CPUはインテルのStrongARM SA-1110、RAM

は32MB、タイプIIのCFカードスロットを搭載、4

インチのTFTカラー液晶は256色640×480表示

という本格派。通信速度は14 . 4 K b p s ～

19.2Kbpsで、通常の音声通信はもちろんのこと、

IE4.0によるウェブブラウジングやインターネットメ

ールに加えてショートメッセージまでカバーしている。

と、まあ以前本連載で紹介したKyoceraのパー

ム内蔵携帯電話よりもさらにパワフルで豪華フル装

備といった構成になっている。そのせいか102ミリ

という幅が示すように、パッと見では携帯電話と

は思えない大きさで、重量も約300gもある。

これでは実用性は？と思ったが、さらに驚かさ

れたのが巨大な“スタイラス”だった。これ、な

んと電話のハンドセット機能を内蔵したBluetooth

ユニットなのだ。実際の会話はこのユニットだけで

OKというわけだ。恐ろしく意欲的な製品なだけに

どれだけ“使える”のかを早く試してみたいもの

だ。6月に開催されたPC Expoでは同社重役が日

本市場にも興味を示していたが、さて発売は？

ひと足早くハヤリモノを c h e c k !

機 能 は 充 実 だ が 、
サ イ ズ は か な り 大 型

縦型トリニトロンがソニーらしい

eVilla

専 用 コンテンツの 1つ、
ABCNewsによるニュースペ
ージを表示したところ。縦型
800× 1024表示のおかげで
かなり見やすい。

ビデオをはじめとしたマルチ
メディア対応はeVillaの売
り。Real Playerが再生ソフ
トになっている。

●メーカー：Sony Electronics Inc.

●価格：499ドル99セント

（月額利用料21ドル95セント）

www.evilla.com
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Bluetoothで電話も使えるウィンドウズCE機

PC-EPhone
www.pc-ephone.com

予定ではアメリカとカナダの北米市場で、7月中に発
売されるとのこと。価格は未公表だが1,000ドル前後
と見込まれている。
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